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県民だれもがともに支え合い、
住みなれた家庭・地域でその人らしく
安心して暮らせる福祉社会をめざして

特集

県
社
協
活
動
推
進
計
画

(

中
間
見
直
し)

を
策
定

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
の
進
め
方

　

県
社
協
で
は
、
平
成
31
年
度
か
ら

の
新
た
な
２
年
間
の
方
向
性
を
定
め
た

「
第
２
期
県
社
協
活
動
推
進
計
画(

中

間
見
直
し)

」
を
策
定
し
ま
し
た
。
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
等
を
明
記
し
、
現
行
の
計
画
が

よ
り
実
効
性
の
高
い
内
容
と
な
る
よ

う
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

■
主
な
目
的 　
　
　
　

　

社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
る
新
た
な
課
題
や
、
こ
れ
ま
で

の
３
年
間
の
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
目
標

の
達
成
を
め
ざ
す
。

❶ 

実
施
計
画
等
の
変
更
が
必
要
な
も
の
を
反
映

❷ 

新
た
に
加
え
る
推
進
項
目
や
実
施
事
業
等
を
検
討

■
情
勢
の
反
映
と
５
つ
の
基
本
目
標
を
継
続 　
　
　

　

改
正
社
会
福
祉
法
等
で
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
包
括
的
な
ケ

ア
体
制
の
構
築
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決
す
る

動
き
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
社
会
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
」
が
社
会
福
祉

法
人
の
責
務
と
さ
れ
た
こ
と
、
災
害
支
援
体
制
の
取
り
組
み
の

更
な
る
強
化
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
近
年
の
社
会
福
祉
の
動
向
を
踏
ま
え
、
各
種
事
案

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

選出区分 所属機関・団体の役職名 氏 名 備 考

学識経験者

群馬大学大学院保健学
研究科 教授（保健学博士）

吉田 亨 委員長

上毛新聞社役員室 室長 清水 直樹

市町村社協
部会

群馬県市町村社会福祉
協議会会長会 副会長

（みなかみ町社会福祉協議会 会長）
河合 進 副委員長

民生委員・
児童委員

部会

群馬県民生委員児童委員
協議会 会長（渋川市民生
委員児童委員協議会 会長）

小澤 義孝

経営者
部会

群馬県社会福祉法人経営者
協議会 常務理事
（恵の園 理事長）

山田 雅人

障害福祉
部会

群馬県知的障害者福祉協会 
会長（障害福祉サービス事業所

らいず施設長）
中島 穣

高齢福祉
部会

群馬県老人福祉施設協議会 
会長（特別養護老人ホーム

泉の園 施設長）
井上 光弘

子ども
福祉部会

群馬県保育協議会 会長
（たかぞのこども園 園長）

佐藤 憲秀

ボランティア・
市民活動

部会

群馬県ボランティア連絡
協議会 会長（太田ボランティア

連絡協議会 会長）
十河 錦二

更生保護
部会

群馬県保護司会連合会
（渋川北群馬保護区保護司会

事務局長）
中村 昭典

行政関係者 群馬県健康福祉部健康福祉課 
地域福祉推進室 室長 上原 美奈子

社協職員
代表

前橋市社会福祉協議会
事務局長 小林 英俊

◆ 第２期群馬県社会福祉協議会活動推進計画
（中間見直し）策定委員会　委員名簿

(敬称略）

他、職員による作業部会を８部会設置
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県民だれもがともに支え合い、住みなれた家庭・地域でその人らしく安心して暮らせる福祉社会をめざして

■
基
本
的
方
針
、
構
成 　
　
　
　

❶ 

第
２
期
計
画
の
基
本
理
念
、
基
本
目

標
は
踏
襲
し
ま
す
。

❷ 

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
推
進

項
目
は
変
更
な
く
進
め
、
重
点
的
取

り
組
み
を
見
直
し
ま
し
た
。

■
重
点
的
な
取
り
組
み 　
　
　
　

❶ 

平
成
28
～
30
年
度
の
取
り
組
み
の
総
括

❷ 

今
後
の
課
題

❸ 

今
後
の
方
向
性

❹ 

平
成
31
～
32
年
度
の
具
体
的
取
り
組
み

◆ 第４節　第２期群馬県社会福祉協議会活動推進計画中間見直し体系図 (平成31・32年度）

　

群
馬
県
社
協
の
活
動
推
進
計
画

策
定
に
は
、
中
間
見
直
し
も
含
め

計
４
回
関
わ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に

議
論
が
深
ま
り
、
今
回
は
２
０
２
１

年
度
か
ら
の
第
３
期
計
画
に
向
け

た
検
討
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
県
社
協
に
は
、
市
町
村
社
協

や
福
祉
提
供
組
織
と
そ
の
職
員
を

支
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
も
あ

り
、
群
馬
県
の
福
祉
の
基
盤
づ
く
り

に
向
け
た
活
動
の
展
開
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

● 

吉
田
委
員
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

　

各
重
点
的
取
り
組
み
の
中
で
も
、

委
員
か
ら
は
、
地
域
福
祉
の
多
様
化

の
視
点
、
災
害
支
援
、
人
材
確
保
、

成
年
後
見
へ
の
取
り
組
み
、
職
員
教

育
等
へ
の
期
待
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

中
間
見
直
し
を
も
と
に
、
単
年
度

計
画
を
計
画
→
実
施
→
進
行
管
理

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
な
が
ら
、
事
業
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

※ 

中
間
見
直
し
は
、
県
社
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

特 集

基本理念 基 本 目 標 推 進 項 目 重 点 的 な 取 り 組 み

1 地域の福祉力を高め
る安心のまちづくり
を支援します

❶ 地域福祉活動の促進支援
❶ 住民による地域福祉活動の活性化促進

❷ ボランティア・市民活動の推進、福祉教育の充実

❷ 災害時における
活動支援体制の構築

❶ 災害福祉広域支援ネットワークの構築

❷ 市町村災害ボランティアセンターの機能強化

2 その人らしい生活・
自立を支援するため
の総合相談・生活支
援体制を強化します

❶ 生活困窮者等への
相談支援体制の強化

❶ 生活困窮者自立相談支援事業における
相談支援体制の強化

❷ 生活福祉資金貸付制度における相談・
債権管理体制の充実

❷ 地域における生活支援体制の強化 ❶ 権利擁護事業の強化

3 福祉人材の確保・育
成・定着に向けて支
援します

❶ 福祉人材の充実と定着支援の強化 ❶ 福祉人材確保の安定化・定着化

❷ 研修事業の充実による人材の育成 ❶ 研修機能の強化

4 社会福祉法人や施設
等を支援します

❶ 社会福祉法人への支援と福祉
サービスの質の向上への取り組み

❶ 社会福祉法人・施設等への支援と連携強化

❷ 福祉サービスの質の向上への取り組み強化

5 県社協の組織体制を
強化します ❶ 組織基盤と財政・経営の強化

❶ 事務局体制の充実強化

❷ 財政の健全化と経営の透明性の確保

県社協会長に答申　(左から　河合副委員長、片野会長、吉田委員長)

県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、
住
み
な
れ
た
家
庭
・
地
域
で

　

そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
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<<<<<<< T O P I C S県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

増
え
る
対
象
者 

急
が
れ
る
体
制
整
備

　
～
成
年
後
見
制
度
ニ
ー
ズ
調
査
か
ら
～

　

※
成
年
後
見
制
度
活
用
に
対
す
る
潜
在
的

ニ
ー
ズ
は
、
県
内
の
高
齢
及
び
障
害
関
係
施

設
・
事
業
所
等
１
７
５
７
ヶ
所
を
対
象
に
実

施
し
た
調
査
（
回
答
率
52
・
２
％
）に
お
い
て
、

そ
の
利
用
者
等
の
う
ち
制
度
の
利
用
が
必
要

と
思
わ
れ
る
方
の
数
と
、
県
内
の
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
基
幹
的
社
会
福
祉
協
議
会

13
ヶ
所
に
対
す
る
調
査
（
回
答
率
１
０
０
％
）

に
お
い
て
、
そ
の
利
用
者
の
う
ち
成
年
後
見

制
度
へ
の
移
行
が
必
要
性
と
思
わ
れ
る
方
の

数
を
合
算
し
た
も
の
。

● 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に

向
け
て

　

今
後
、
成
年
後
見
制
度
の
ニ
ー
ズ
が
ま

す
ま
す
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
見
守
り
、

支
援
す
る
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、「
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
に
お
い

て
示
さ
れ
た
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
司

法
の
関
係
者
を
含
め
た
仕
組
み
で
あ
る

「
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
や
、

広
報
、
相
談
対
応
、
後
見
人
支
援
等
を
担

う
「
中
核
機
関
」
の
設
置
等
、
市
町
村
を

主
体
と
し
た
体
制
整
備
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

群
馬
県
社
協
と
し
て
も
、
研
修
、
地
域

別
検
討
会
や
、
県
民
向
け
の
普
及
啓
発
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
現
在
受
任
が
２
社
協
の

み
と
な
っ
て
い
る
市
町
村
社
協
の
法
人
後

見
立
ち
上
げ
支
援
、
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
実
施
等
、
権
利
擁
護
支
援
の
体
制

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
に
よ
り

財
産
の
管
理
や
日
常
生
活
等
に
支
障
が
あ
る

人
々
が
、
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
す
る
た
め

に
、
権
利
擁
護
支
援
の
体
制
整
備
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
を
支
え
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
成
年

後
見
制
度
が
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

国
は
平
成
29
年
３
月
に
「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促

進
に
か
か
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
の
推
進
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

● 

群
馬
県
と
群
馬
県
社
協
で
実
態
調
査
を
実
施

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
県
と
県
社
協
で

は
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
県
内
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
平
成
30
年
６
～
７
月
に
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

1● 増える成年後見制度対象者
認知症高齢者の

推移
知的障害者数

（療育手帳所持者数）
精神障害者数
精神障害者保健
福祉手帳所持者数※推計

平成24年
（2012年）

約462万人

約700万人

約62万人

約96万人

約57万人

約84万人

平成37年
（2025年）

65歳以上の
５人に１人

平成23年
（2011年）

平成28年
（2016年）

平成23年
（2011年）

平成28年
（2016年）

※厚生労働省資料より

13年で
約1.5倍

５年で
約1.5倍

５年で
約1.5倍

65歳以上の
５人に１人

● 群馬県内における成年後見制度活用に対する潜在的ニーズ
【前橋家庭裁判所支部別状況】

沼田支部管内
成年後見制度活用に
対する潜在的ニーズ

680人

桐生支部管内
成年後見制度活用に
対する潜在的ニーズ

496人

太田支部管内
成年後見制度活用に
対する潜在的ニーズ

1,269人

高崎支部管内
成年後見制度活用に
対する潜在的ニーズ

1,551人

群馬県全体
成年後見制度活用に
対する潜在的ニーズ

7,400人

中之条出張所管内
成年後見制度活用に
対する潜在的ニーズ

457人

本庁管内
成年後見制度活用に
対する潜在的ニーズ

2,947人

4福祉ぐんま No.268



市
町
村
社
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た

群
馬
県
ふ
く
し
総
合
相
談

支
援
事
業
を
検
証

　

３
月
13
日
（
水
）
前
橋
市
総
合
福

祉
会
館
に
お
い
て
、
県
内
の
社
会
福

祉
法
人
・
施
設
の
役
職
員
や
行
政
機

関
等
、
約
１
５
０
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、「
平
成
30
年
度
社
会
福
祉
法
人

の
地
域
公
益
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
事
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
群
馬
県
ふ
く

し
総
合
相
談
支
援
事
業
の
１
年
間
の

取
り
組
み
を
振
り
返
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、事
務
局
か
ら
の
実
施
状
況
報
告
、

東
京
福
祉
大
学
の
北
爪
克
洋
准
教
授

に
よ
る
講
義
を
経
て
、
実
際
に
相
談

　

２
月
13
日
（
水
）
に
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
市
町
村
社

協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
県
内
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
正
副
会
長
や
理
事
、
評
議
員
な

ど
約
１
６
０
名
の
参
加
の
も
と
、
行

政
説
明
や
基
調
講
演
を
通
し
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
協
経

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
講
師
で
あ
る
同
志
社
大
学

教
授
の
上
野
谷
加
代
子
氏
か
ら
は
、

国
の
施
策
の
動
向
や
地
域
共
生
社
会

の
実
現
の
た
め
に
社
会
福
祉
協
議
会

の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
生
活
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、「
参
加

（
画
）
と
協
働
」
が
必
要
で
あ
り
、
地

域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
住
民
と
専
門
職
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
が
協
働

事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
「
な
ん
で
も

福
祉
相
談
員
」
４
名
の
方
（
高
齢
・

障
害
・
児
童
・
社
協
）
か
ら
の
事
例

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
の
中
で
、「
な
ん
で
も
福

祉
相
談
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

得
意
と
す
る
分
野
以
外
の
知
識
も
必

要
と
な
る
が
、
同
じ
社
会
福
祉
法
人

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
こ
と

で
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。」
と
い
っ
た
発
言
も
あ

り
、
今
後
の
事
業
の
展
望
に
つ
い
て

も
確
認
し
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
生
活
支
援
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
つ
い
て
難
し
く
考
え
ず
、

社
協
一
丸
と
な
り
取
り
組
み
た
い
」

な
ど
今
後
の
活
動
に
対
す
る
よ
り
一

層
の
意
欲
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
全
体
を
通
し
、
地
域
福

祉
の
推
進
役
と
し
て
の
社
協
の
役
割

を
改
め
て
確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

2

3

T O P I C S  <<<<<<< 

事例報告をするなんでも福祉相談員

東京福祉大学 北爪准教授による講義

セミナーの様子

講師の上野谷 氏
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中村 昭典さん

第２回策定委員会の様子

��

中
村
さ
ん
ご
自
身
の
活
動
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
司
は
、
拝
命
さ
れ
て
10
年
に

な
り
ま
し
た
。
近
年
、
犯
罪
件
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
再
犯
率
は
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
保

護
司
は
犯
罪
者
の
更
生
と
併
せ
て
、

今
後
は
再
犯
を
防
止
す
る
た
め
に
地

域
や
行
政
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
、

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
精
神
障
が
い
者
の

方
へ
就
労
の
場
を
提
供
し
、一般
社
会

へ
の
就
職
、
そ
し
て
自
立
を
支
援
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

�
�

活
動
す
る
う
え
で
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
。

　
私
は
銀
行
員
時
代
、
転
勤
で
全
く

な
じ
み
の
な
い
土
地
に
行
く
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
営
業
活
動
で
は
、

自
分
か
ら
胸
襟
を
開
け
ば
、
相
手
も

快
く
近
寄
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
だ
か
ら
施
設
職
員
や

保
護
司
仲
間
に
も
「
ま
ず
自
分
を
さ

が
難
し
い
時
代

で
す
。
こ
の
時

代
に
即
し
た
何

か
新
し
い
も
の

を
、
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
期
に

き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
計
画

で
は
様
々
な
柱

が
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
災
害
へ
の
取

り
組
み
や
成
年
後
見
制
度
の
整
備
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
勉
強
し
な

い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

�
�

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

私
は
、
友
人
や
同
級
生
と
世
間
話

を
し
な
が
ら
の
食
事
会
な
ど
で
、
地
域

社
会
の
中
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
関
係
の
中

で
お
互
い
が
情
報
交
換
し
た
り
、
助
け

合
っ
た
り
、
声
を
掛
け
合
う
よ
う
な
関

係
は
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
頃
気
に
な
る
の
は
世
代
を
超
え
た
人

た
ち
と
の
交
流
が
希
薄
に
な
って
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
社
協
、
行
政
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
い
う
各
分
野
が

う
ま
く
協
調
し
て
、
地
域
社
会
の
輪
が

広
ま
って
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ら
け
出
せ
ば
、
相
手
も
安
心
し
て
心

を
開
い
て
く
れ
る
よ
」
と
い
う
こ
と
を

伝
え
て
い
ま
す
。

��
策
定
委
員
と
し
て
委
員
会
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
想
は
。

　

私
は
保
護
司
の
代
表
と
し
て
出
席

し
ま
し
た
。
吉
田
委
員
長
は
じ
め
、

皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
大
活

躍
の
方
ば
か
り
な
の
で
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
県
社
協
は
、
市
民
や

県
民
に
頼
ら
れ
る
組
織
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
っ
と
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
た
め
に

中
間
見
直
し
は
と
て
も
有
意
義
だ
と

思
い
ま
す
。

　

た
だ
実
際
は
、
県
社
協
か
ら
各
市

町
村
の
社
協
へ
、
そ
し
て
現
場
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
そ
の
連
携
が
果
た
し
て
う

ま
く
い
く
の
か
。
目
指
す
と
こ
ろ
も
、

そ
の
手
法
も
同
じ
な
の
に
、
発
信
元

が
違
う
と
市
民
に
も
わ
か
り
に
く
い
で

す
よ
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
協
調

し
た
ら
も
っ
と
力
を
発
揮
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

�
�

今
後
、
県
社
協
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

　

今
は
、
昔
の
よ
う
に
地
域
の
中
で

情
報
交
換
や
助
け
合
い
を
す
る
こ
と

　平成11年６月に設立された当会は、「心豊かな暮らしを支えるあなたの

パートナー」をモットーに、介護福祉士の職業倫理及び専門性の確立、

介護福祉に関する専門教育及び研究の推進並びに介護に関する知識の普

及を図り、介護福祉士の資質及び社会的地位の向上に資するとともに、

県民の福祉の増進に寄与することを目的とし活動しております。

一般社団法人 群馬県介護福祉士会

会長　小池 昭雅

一般社団法人 群馬県介護福祉士会

群
馬
県
保
護
司
会
連
合
会（
渋
川
北
群
馬
保
護
区
保
護
司
会 

事
務
局
長
）と
、障
害
者
の
就
労
、自
立
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぽ
れ
ぽ
れ
の
理
事
長
を
務
め
る
中
村
昭
典
さ
ん
。
ご
自
身

の
仕
事
に
つ
い
て
、そ
し
て
県
社
協
の
計
画
の
策
定
委
員
と
し

て
初
め
て
委
員
会
に
参
加
し
た
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

◆ 

県
社
協
活
動
推
進
計
画
（
中
間
見
直
し
）

策
定
委
員　

中
村 

昭
典
さ
ん

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

つながる
福祉
インタビュー

県 社 協 会 員 紹 介
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社
会
福
祉
法
が
平
成
29
年
４
月
か
ら
全
面
施
行

さ
れ
、
我
々
社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、運
営
す
る
施
設
種
別
の
垣
根
を
越
え
て
、

福
祉
課
題
の
共
有
と
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
平
成
30
年
２

月
に
下
仁
田
町
に
あ
る
４
法
人
が
集
ま
り
、
社
会

福
祉
法
人
連
絡
会
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
ど
の
よ
う
な
活
動
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
と
思

い
、
今
年
度
初
め
て
の
事
業
と
し
て
先
進
地
の
視

察
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
平
成
31
年
の
２
月
に
東

京
都
の
東
村
山
市
社
協
に
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
東
村
山
市
法
人
連
絡
会
は
、
平
成
27
年
７
月

に
設
立
さ
れ
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
市
内
全
27
法

人
が
参
加
さ
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
止
め

る
「
暮
ら
し
の
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
始
し

た
そ
う
で
す
。
今
回
視
察
に
参
加
さ
れ
た
各
法
人

の
代
表
者
も
熱
心
に
質
問
を
し
た
り
し
て
視
察
を

有
意
義
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
下
仁
田

町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
も
東
村
山
市
法
人
会
を

参
考
に
、
施
設
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
法
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
の
活
動

社会福祉法人
下仁田町社会福祉協議会
甘楽郡下仁田町大字中小坂608
TEL　0274-82-5491
FAX　0274-82-5492

社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

東村山社協 視察の様子 法人連絡会発足会
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I N FORMAT ION

介護のお仕事に
再就職しませんか ??
～介護人材の再就職準備金
　　　　　　貸付事業のご紹介～

寄付の御礼
（平成30年４月～平成31年３月まで）

１  事業概要

２  対象者

4  備 考

３  種類 ･ 金額

介護職としての一定の知識及び経験を有する
者に対し、再就職準備金を貸与する。

● 県内の高齢者施設・事業所での就労を希望
している方

● 介護福祉士等として1年以上の経験を有する方
● 離職してから再就職するまでの間、県福祉

マンパワーセンター、高崎市福祉バンク又
は太田市福祉バンクに登録し、申請書類を
提出している方 …等

● 再就職後、２年以上高齢者施設･事業所で介護等の業務に継
続して従事した場合に全額返還免除。

● 資金の用途
 ● 子ども等の預け先を探す活動
 ● 介護に関する学び直し費用
 ● 介護職として働くのに必要な被服費
 ● 再就職に当たり転居する場合の転居費用
 ● 通勤用具の購入費	…等

問い合わせ：福祉資金課　☎ 027-255-6031
20万円（上限）

お 知 ら せ

編集／発行
社会福祉法人�群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　平成31年３月31日

　近年、障害者の創作活動に対して大きな注目が集まっています。
　アール・ブリュットと呼ばれ、障害者の皆さんが創作した優れた
作品に芸術的価値を認めるものです。この言葉は、加工されていな
い「生

き

の芸術」を意味するフランス語で、正規の美術教育を受けて
いない人による、何ものにも捉われない表現を示しています。
　私たちの協会で毎年開催している「群馬ナイスハートフェア」や

「あすなろ祭」も、そうした芸術的才能に恵まれた方を発掘する機会
の一つにしていきたいと考えています。
　素晴らしい芸術作品を通して、障害者に対する理解を一層深めて
いただければ幸いです。

	 編集委員　県知的障害者福祉協会 常務理事　浅海 勝

あ と が き

■ 平成30年度　寄付金・寄付物品一覧（順不同）

寄贈元 金額または品名
一般社団法人群馬県ゴルフ振興基金 様 200,000 円

生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会 群馬県協会様

タオル　2,549 枚
車椅子　７台

群馬カラオケ連盟 様 車椅子　５台

北関東雪印メグミルク協会 様 車椅子　３台

群馬テレビ株式会社 様 DVD　500 セット
テレビ　３台

　ご寄付いただきありがとうございました。 
皆様よりご寄付いただきました寄付金・寄付
物品につきましては、寄付の趣旨に基づき、
社会福祉推進のための事業等に活用させてい
ただきます。

再 就 職 準 備 金

マンパワーセンター等へ
求職登録就職活動
貸付申請

2年間の介護等の
業務継続で全額免除

介護の仕事への
復帰を希望

❶

❷

❸

再就職準備金の借入
（上限 20万円）
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